
 1 

 

飯
沼
会
長
と
森
川
会
津
支
部

長
を
お
迎
え
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

下
関
支
部
長 

吉
井
克
也 

 

十
月
三
十
一
日
、
飯
沼
会
長
が
森
川
会
津
支
部
長
、

奥
様
の
楊
子
氏
と
そ
の
友
人
の
島
幸
子
氏
同
伴
の
上
、

久
し
ぶ
り
に
山
口
県
に
御
来
県
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

目
的
の
一
つ
は
、「
飯
沼
貞
吉
長
州
養
育
説
」
を
強
化

す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
も
の
を
見
つ
け
た
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
楢
﨑
頼
三
ご
末
孫
の
松
葉
玲
子
さ

ん
の
除
籍
簿
や
貞
吉
が
美
祢
市
小
杉
に
移
動
す
る
途

中
、
滞
在
し
た
と
言
わ
れ
る
萩
市
佐
々
並
に
残
る
貞

吉
の
足
跡
、
美
祢
市
の
人
々
が
、
貞
吉
の
通
っ
た
道

を
「
恩
愛
の
道
」
と
名
付
け
て
大
切
に
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
等
、
新
し
い
発
見
も
多
々
あ
っ
た
と
お
聞

き
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
、「
会
津
人
群
像
」

に
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

【
十
月
三
十
一
日
】 

 
 

新
山
口
駅
前
で
合
流
し
、
ま
ず
、
美
祢
市
長
表
敬

訪
問
に
向
か
う
。
現
篠
田
市
長
は
、
美
祢
市
小
杉
に

「
恩
愛
の
碑
」
を
建
立
し
た
時
の
副
市
長
で
あ
り
、

こ
の
事
業
推
進
に
当
た
り
、
全
面
的
に
ご
支
援
を
頂

い
た
方
で
あ
る
。
市
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
も
、
恩
愛

の
碑
整
備
活
動
に
は
、
草
刈
機
を
担
い
で
毎
年
参
加

さ
れ
て
い
る
。
同
席
さ
れ
た
南
教
育
長
も
こ
の
地
で

営
ま
れ
た
、
長
州
藩
士
楢
﨑
頼
三
と
白
虎
隊
士
飯
沼

貞
吉
の
人
間
愛
の
物
語
に
深
く
共
感
さ
れ
、
教
育
委

員
会
を
挙
げ
て
、
恩
愛
の
碑
の
護
持
に
努
め
て
頂
い

て
い
る
。
し
ば
し
、
恩
愛
の
碑
除
幕
式
当
日
の
思
い

出
話
に
花
が
咲
い
た
。
そ
の
後
、
小
杉
に
直
行
し
た

が
、
飯
沼
三
兄
弟
が
記
念
植
樹
さ
れ
た
「
会
津
見
知

ら
ず
柿
」
が
た
わ
わ
に
実
を
付
け
て
出
迎
え
た
。
高

見
フ
サ
口
伝
や
楢
﨑
屋
敷
の
様
子
、
恩
愛
の
道
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
御
一
行
は
、
宿
泊
場
所
の
北
長

門
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
向
か
わ
れ
た
。 

【
十
一
月
一
日
】 

 

角
島
大
橋
を
渡
り
、
角
島
灯
台

を
見
た
後
、
萩
に
む
か
わ
れ
る
。
藩
校
明
倫
学
舎
で
、

「
白
河
踊
り
」
の
発
掘
者
で
あ
る
中
原
正
男
氏
と
合

流
、
氏
の
ガ
イ
ド
で
、
唐
樋
の
地
蔵
堂(

白
虎
隊
自
刃

の
石
版
画)

や
大
書
院
に
あ
る
奥
平
謙
輔
の
墓(

山
川

健
次
郎
養
育)

を
参
拝
さ
れ
る
。
そ
の
間
、
地
蔵
堂
の

護
持
に
長
年
、
尽
力
を
頂
い
て
い
る
原
田
靖
子
氏
と

も
再
会
、
山
本
貞
寿
先
生
の
記
念
館
？(

原
田
氏
宅) 

を
訪
問
。
さ
ら
に
萩
市
役
所
で
目
的
の
一
つ
、
楢
﨑

家
ご
末
孫
に
関
係
す
る
書
類
を
入
手
の
後
、
下
関
に

向
か
わ
れ
る
。 

 

下
関
で
は
、
下
関
歴
史
博
物
館
で
吉
井
と
合
流
し
、

館
長
に
あ
い
さ
つ
の
後,

、
万
骨
塔
に
参
拝
さ
れ
た
。

こ
の
塔
に
は
、
昭
和
八
年
の
建
立
当
初
か
ら
、
白
虎

隊
十
九
士
と
廣
澤
安
任
の
霊
石
が
安
置
さ
れ
て
い
る

が
、
平
成
二
十
三
年
に
、
飯
沼
一
元
氏
と
当
時
の
長

府
博
物
館
友
の
会
の
会
長
金
田
満
男
氏
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
山
川
健
次
郎
の
霊
石
が
安
置
さ
れ
た
。
次
に

飯
沼
貞
吉
初
任
の
地(

現
田
中
絹
代
文
化
館)

を
訪
れ

た
が
、
夕
闇
が
迫
り
、
外
観
の
み
を
眺
め
て
、
交
流

会
場
の
「
下
関
海
峡
ビ
ュ
ー
」
に
向
か
っ
た
。 

【
交
流
会
】 

交
流
会
に
は
、
御
一
行
四
名
と
下
関

支
部
八
名
、
さ
ら
に
、
飯
沼
さ
ん
に
ぜ
ひ
会
い
た
い

と
、
急
遽
萩
か
ら
来
ら
れ
た
山
影
司
氏
の
十
三
名
で

行
い
ま
し
た
。
再
開
を
喜
び
会
う
と
と
も
に
、
こ
の

度
の
訪
問
の
目
的
、
本
部
や
支
部
の
状
況
報
告
、「
貞

吉
長
州
養
育
説
」
に
対
す
る
様
々
な
反
響
な
ど
、
具

体
的
で
今
後
の
活
動
に
向
け
て
意
義
あ
る
情
報
交
換

と
交
友
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
に
、
河

本
下
関
支
部
事
務
長
の
リ
ー
ド
で
「
花
の
白
虎
隊
」

と
「
愛
し
き
日
々
」
を
合
唱
、
再
開
を
約
束
し
て
会
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を
閉
じ
ま
し
た
。 


